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１面 もしもの時は、 
地域ぐるみの支援 
を！ 

２～３面 
・非常持ち出し品の 
準備 
・地震から身を守る 
心得 10 か条 

４面・はばたきフェスタ 
・介護体験 
・介護者の集い  

  
 

三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
多
く
の
犠
牲
者
や
行
方
不
明
者
が
出

て
、
今
で
も
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
続
け
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
東
北
地
方
の
沿

岸
部
の
町
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
復
興

に
は
数
年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
を
受
け
て
、
私
た
ち
も
今
一

度
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
に
関

す
る
知
識
や
防
災
意
識
の
向
上
・
啓
発
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
国
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃

か
ら
地
震
や
自
然
災
害
に
関
心
を
持
っ
て

万
一
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
〜
介
護
だ
よ
り
〜
で
は
、
地
震
や

自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
ま
し

た
。
「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
て
、
災
害
に

関
す
る
知
識
や
情
報
を
少
し
で
も
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
し
も
の
時
は 

地
域
ぐ
る
み
の 

支
援
を
！
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地震や風水害などの災害が発生した時は、消防や警察等による応急救助活動が行われるま

でに一定の時間を要することが想定されるため、自力での避難が出来ない方（災害時要援護

者）を地域で助け合う「共助」が必要不可欠となります。 

このため、大阪狭山市では在宅の高齢者・要介護認定者・障がい者・難病患者等の方で、

災害時に支援を必要とする方たちを対象とした「災害時要援護者台帳」への登録受付を行っ

ています。 

この台帳による情報を地域の民生委員・児童委員、自主防災組織（自治会等）などと共有

し、日頃の見守りや災害時の情報伝達支援・避難行動支援を地域ぐるみで行うものです。 

 

◎災害時要援護者とは？ 

災害発生時に必要な情報の把握や自らを守るために安全に避難するなどの行動に支援を要

する人々で、家族などの援護が望めない在宅で暮らす方のことです。 

 

詳しくは、大阪狭山市役所危機管理グループまでお問い合わせください。 

大阪狭山市役所  〒589-8501 大阪府大阪狭山市狭山一丁目 2384 番地の 1 

TEL 072-366-0011 
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非常食 

カンパン、缶詰など

火を通さなくても食

べれるもの。ミネラ

ルウォーター。缶切

り、栓抜き、紙皿、

紙コップ、水筒など。

貴重品 

現金（10 円硬貨があると公

衆電話の利用に便利）、預貯金

通帳、印鑑、免許証、権利証

書など。 

携帯ラジオ 

予備電池は多めに用意。

懐中電灯 

出来れば、1人に1つ。

予備電池も忘れずに。 

救急医療品 

絆創膏、傷薬、包帯、風邪

薬、胃腸薬、鎮痛剤など。

＊特に日頃から服用して

いる薬もしくはかかりつ

け医療機関のメモや、薬品

名の書いたメモ 

いざという時にすぐに持ち出せるように、日頃から準備・点検しておきましょう。

その他 

履物、下着・上着などの衣類、

タオル、生理用品、粉ミルク、

紙おむつ、ウェットティッシ

ュ、合羽、ヘルメット、ライ

ター、ラップフィルム（止血

や汚れた食器にかぶせて使

う）など。 

二次持出品（例）

飲料水 

飲料水は 1 人 1 日 3 リットルを

目安に。ペットボトルや缶入りの

ミネラルウォーター。また、防災

タンクに貯めておく。 

食品 

米（缶詰やレトルト、アルファ

米も便利）、缶詰やレトルトのお

かず、ドライフーズ、チョコレ

ート、飴などの菓子類、梅干し、

調味料など。 

燃料 

卓上コンロ、ガスボン

ベ、固形燃料。 

その他 

生活用水（風呂や洗濯機に備

蓄）、毛布・寝袋、洗面用具、

ドライシャンプー、鍋、やか

ん、防災タンク（ポリ容器）、

バケツ、各種アウトドア用品

など。 

地震が起きたらどうすべきか。地震発生時の行動の基準を身につけておかない

と、被害をむやみに拡大することになります。冷静な行動を心掛けましょう。

  

※緊急連絡先（家族や親戚、知人の連絡先）は？ 
→ いざという時のために連絡網を作っておきましょう。 

※あなたの避難場所は？ 
→ 隣近所や地域の方と確認しましょう。 

※在宅で医療機器を使用している方は？ 
→ 非常時にどう対応するのか主治医等に確認しましょう。 

一次持出品（例）
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い
つ
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
の
一
面
・
二
面
・
三
面

は
、
大
阪
介
護
支
援
専
門
員
協
会
大

阪
狭
山
市
支
部
の
方
の
ご
協
力
で

「
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
時
要
援
護

者
を
守
ろ
う
」
と
い
う
研
修
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
作
成
し
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
協
会
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
記

事
が
皆
様
の
い
ざ
と
い
う
時
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

編
集
後
記

 はばたきフェスタ開催！！  
～福祉・文化ゾーンの合同イベント～ 

はばたきフェスタは、市立福祉センターと隣接施設が行う合同イベントです。   

日時：平成23年 9月 10日（土）・9月 11日（日） 10:00～16:00 

（オープニングイベントは9時15分から。）   

模擬店・発表・展示・各種講座・体験を実施予定です。 

※福祉センターでは、フェスタ開催中、入浴料を無料とさせていただいています。

 お問い合せ 福祉センターさやま荘 ℡072-366-2022 

『家
で
も
治
る
ん
だ
』 

 

定
年
後

も
ヘ
ル
パ
ー

の
仕

事
を

続
け

て
い
た
働

き
者
の
妻

で
し
た

が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
性
認
知
症

に
て
脱
水

と
栄
養
不
足

で
緊
急
入

院

し
、
左
右

の
足

の
付
け
根

に
大

き
な
床
ず

れ
が
出
来

て
し
ま
い
ま

し
た
。「
は
や

く
家

に
帰
ら

せ
て
や

り
た
い
」
と
思
い
切
っ

て
退
院

し

ま
し
た
。
往
診
医

に
家

に
来

て
も

ら

い
、
ケ
ア
マ
ネ

に
サ
ー
ビ
ス

の

調
整

を
し
て
も
ら

い
、
訪
問
看

護
・
訪
問
入
浴

の
人

に
床
ず

れ
の

処
置

を
、
訪
問
看

護
師
か
ら
床
ず

れ
が
治

る
、
高
タ
ン
パ
ク

・
亜
鉛

等

を
多

く
含
む

お
か
ず

を
指
導

さ

れ
、
ヘ
ル
パ
ー

に
作
っ

て
も
ら

い

ま
し
た
。
今
ま
で
二
人

と
も
働

き

つ
づ
け

て
一
緒

に
の
ん
び

り
す
る

こ

と
が
な
か
っ

た
の
で
、
お
風
呂

を
改
装

し
て
一
緒

に
入

れ
る
よ

う

に
し
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐

も
あ
っ

て
か

、
二
年
か
か

り
ま
し
た
が
床

ず

れ
が
治

り
ま
し
た
。
親
戚

に
は

「
よ

く
治
っ

た
な

」
と
感
心

さ
れ

ま
し
た
。
今
度

は
夫
婦

二
人

で
温

泉
へ
行
こ

う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ホッと空間～「介護者家族の集い」～ 

第 2回 平成 23年 9 月 22日（木）12時～14時 

  場所：福祉センターさやま荘 内容：食の講座・交流会 

第 3回 平成 23年 12月 16日（金）13時半～15時半 

  場所：大阪狭山市役所    内容：介護講座・交流会 

第 4回 平成 24年 2 月 

  場所：ＳＡＹＡＫＡホール 

※あくまでも予定ですので、開催日時及び開催場所等の変更の可能性があります。 

【お問い合せ先】 

介護者家族の集い事務局   地域活動支援センター いーず内 

TEL 072-367-3990   FAX 072-367-0033               

 

 

介護者家族の集いでは、第 2回目の「食の講 

座・交流会」の際に参加者で手作りの介護食を作 

ろうと思っております。その際に皆様から自宅で簡単 

に出来るレシピを募集しています！ 

【お問い合せ先】 

介護者家族の集い事務局 

地域活動支援センター いーず内 

TEL：072-367-3990   FAX：072-367-0033 

シ
リ
ー
ズ 

介
護
体
験
⑨ 

 

 

（内容によって時間が違います。）


